
研究内容： 

生産現場における異常の発生は、設備の緊急停止や重大な事故の発生につながるため、異常検知は重要な問題と

なります。現在，生産設備においては機器の稼働時間や回数によって交換やメンテナンスを行う時間基準保全が多く

用いられています。しかし、時間基準保全では異常を見逃す可能性があり、生産損失や保守費用の高コスト化につなが

ります。そのため、センサ情報により状態診断を行い、異常の兆候を検知することで生産設備の高度化を図る必要があ

ります。 

本研究ではセンシングと機械学習により、効率よく異常検知を行うシステムの構築を目指しています。通常の機械学

習においては正常と異常なデータの分類問題を扱うことで異常検知を行います。しかし，実際の生産ラインでは異常デ

ータの数が少ないことが想定されます。そこで本研究では，正常データのみから異常検知を行うシステム構築を目指し

ています。 

高感度に設備の状態を包括的に取得できる AE(Acoustic Emission)センシングと深層学習で用いられているオートエ

ンコーダにより軸受の状態を観測した例を図 1 に示します。図の縦軸は異常度，横軸は時系列順に並べており、正常デ

ータと 3 種類の異常データを示しています。図から正常時に比べ異常時は明らかに異常度が高いことがわかり、異常検

知を行えます。 

また、正常時では徐々に異常度が進展しています。こ

れは正常時でも異常に向けて機器の状態が変化してい

ることを示しており、異常の兆候を捉えていることが示唆

されます。ここでは異常度という一次元情報のみを扱い

ましたが、今後はより詳細に設備の状態を可視化する手

法や、オンラインで稼働するシステムの開発などを検討

しています。 
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図 1 AE センシングとオートエンコーダにより異常度を算出した結果 
（黒：正常データ，赤：異常(1)，緑：異常 (2)，青：異常 (3)） 
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技術相談 

提供可能技術： 

・設備の異常検知（システム開発等） 

・各種センシングと情報処理技術 

・機械学習を用いたシステム開発 




